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Rotationally-resolved sub-Doppler ultrahigh-resolution excitation spectra and Zeeman effect of the S1←S0 

transition of dibenzofuran molecule have been observed for 00
0 and 00

0 + 443cm-1 bands by crossing a 

single-mode UV laser beam perpendicular to a collimated molecular beam. 

 

【序】ジベンゾフランはダイオキシン類のひとつであり、その構造から芳香族炭化水素の基本分子で

ある。しかし、気相中における構造の決定やダイナミクスの詳細についてはあきらかにされていない。

前回の本研究会において、励起状態についての議論と 000 バンドの回転定数の決定を行った。その結

果、ジベンゾフランでは基底状態と励起状態において、平面構造を持つことが明らかになった。今回

は状態間相互作用が期待されるさらに高波数側のバンドについて観測を行った。また、00
0 バンドと

00
0+443cm-1について磁場による変化も観測した。 

【実験】単一モード波長可変リングレーザー(Coherent CR699-29 線幅 1MHz)の出力光を第二次高調波

発生外部共振器(Spectra Physics WavetrainSC)に入射して、単一モード紫外レーザー光 [線幅 2 MHz, 出

力 35 mW] を得た。エタノールにて再結晶したジベンゾフラン(Wako, 純度 98 %)をおよそ 150 ℃に

加熱してφ0.8 mm のノズルより差動排気型チャンバーに噴出させ、スキマー(φ1 mm)とスリット(幅 1 

mm) により並進方向の揃った分子線を生成した。分子線と紫外レーザー光を直交させて、励起分子の

発光を光電子増倍管により検出し、単一光子計数法により測定して、超高分解能蛍光励起スペクトル

を得た。レーザー光の絶対波数は同時に測定したヨウ素分子のドップラーフリー励起スペクトルとエ

タロンの透過パターンにより±0.0002 cm-1 の精度で決定した。得られたスペクトル線の線幅はおよそ

15 MHz であった。また、レーザー光と分子線が直交する場所に電磁石を設置して、スペクトル線の磁

場による変化を観測した。この時、レーザーの偏光は磁場に対して垂直である。 
【結果と考察】超高分解能分光を行うこ

とで得られた回転スペクトルの一部を左

図に示す。図の上部には帰属の一部を示

している。00
0バンドでは3156本、443 cm-1 

バンドでは 3041 本にわたる回転線の帰

属を行い、高い精度で回転定数を決定す

ることができた。また、443 cm-1 バンド

では Ka=0 での磁場による広がりが顕著

に現れた。本研究では、さらに 550cm-1

バンド、892cm-1バンドについて観測を行

った。これらの結果も併せて報告する。 
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図：観測された 00

0+443cm-1の P枝の領域のスペクトル 

 


